Demand Driven Innovation and Uncertainty: Evidence from diffusion of flat panel TV (Japanese) by UNAYAMA Takashi & KEIDA Masayuki
%1










     RIETI Discussion Paper Series 10-J-005 












要   旨  
 
「薄型テレビ」の誕生のプロセスを観察することで、ケーススタディとして、
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ち、技術進歩の最終的な源泉が R&D 投資であったとしても、R&D 投資そのものは需要要
因に規定されることが示唆したのである。それにもかかわらず、これまでの実証研究は、
R&D投資の大きさと新技術の代理変数としての特許数の相関を示すことが中心的なテーマ













パネル(PDP)を用いたテレビであり、基本的に 40 インチ以上の製品を想定している。この4 
 
薄型テレビは、1985 年に LCD カラーテレビが小型テレビとして実用化されると1、 「壁掛
けテレビ」という言葉で次世代技術として認識され、その登場が期待されていた。すなわ
ち、多くの人が望んでいる製品という意味での「ニーズ」の存在はテレビメーカーにも広
く認知されていた。 例えば、 1987 年 5 月 25 日付の 「日本経済新聞」 (朝刊, 37 ページ)では、




型化は 10 年以上も進まなかった。しかも、 「壁掛けテレビ」は、薄型という製品特性を最
初に実現した LCD技術の大型化によって実現するという予想されていたが、 実際には 1997
年に PDP 技術によって実現され、その意味では予想外の経緯で開発された。 
PDP 技術による薄型テレビが実現した時点で、本命とされた LCD 技術は小型テレビに
特化していた。しかし、これは技術的な制約による結果ではない。そのことは、PDP テレ
ビが登場した時点で、最大で 10.4 インチであった LCD テレビが、PDP テレビの誕生から
5 年後の 2002 年には 37 インチ ・ 40 インチまで大型化したことからも理解される。 つまり、
LCD テレビは、大型化ができなかったのではなく、大型化しなかったのである。 
PDP テレビの誕生後に LCD テレビが急速に大型化したのは、PDP テレビの成功により
需要の存在が認知できたことが理由と考えられる。薄型テレビに対する「ニーズ」は広く
知られていたが、どのような価格でどのような数量が売れるかという意味での「需要」に
は大きな不確実性があった。実際、既存の CRT テレビ市場における 33 インチ以上の製品
が占める割合は非常に少なく、40 インチ以上のテレビが市場で受け入れられるかは明らか








LCD テレビの大型化と生産性の向上は、 直接的には、 多くのテレビメーカーによる R&D




                                                  
1 1985 年にカシオが LCD カラーテレビ (TV-1000) を発売した。 














のケースでは、 LCD テレビが成功したイノベーションとみなされると考えられる。 しかし、








を実証する分析が少ないことが指摘される。第 3 節では本稿で用いた GfK データについて
概略を述べる。第 4 節では、LCD テレビと PDP テレビの開発における需要誘発的要因の
重要性を、 GfK データを用いて確認する。 第 5 節は結論と残された課題についてまとめる。 
 









                                                  
3  代表的な教科書として、Grossman and Helpman (1991), Aghion and Howitt (1998), 










ている。内生的成長理論の代表的な研究である Grossman and Helpman (1991)では、効用
関数に対して多くの財を消費するほど効用が高まるという Love of Variety を仮定している。




Helpman (1991)の Love of Variety の仮定の下では、 どのような財であれ新製品が開発され
れば効用を高めることになる。そのため、新製品が誕生するには企業の R&D による革新的
な技術の開発が必要であり、新製品開発のボトルネックは科学技術の限界である。それに
対し、Javanovic and Rob (1987)では、消費者の需要をより正確に把握した場合に新製品が
誕生するとしており、消費者の需要に対する情報の増加が新製品誕生の決定要因であり、
それを「需要誘発」メカニズムと呼んでいる。 









を明らかにすることである。 それにもかかわらず、 これまでの実証研究のほとんどは、 R&D
投資の大きさとその成果としての技術革新の代理変数である特許数の関係を分析してきた
                                                  
4  例えば、シュンペーターは主要著書である『経済発展の理論』(Schumpeter, 1912)の中で
技術革新の形態を 5 つに分類している。 













3.  データ 
 
新製品を誘発させる要因が十分に分析されてこなかった最大の理由は、新製品開発前の
状況を的確に把握することが困難だからである。 それに対し、 本稿では、 家電量販店の POS
データを用いることで、薄型テレビ登場前のテレビ市場の構造を把握した。以下の分析に
使用したデータは、株式会社 GfK Japan(以下 GfK)  が提供している「小売店パネル調査：




を用いている。また、サンプル期間は、1990 年 1 月から 2007 年 12 月までを使用した6。 












小売店パネル調査は、GfK によれば「家電量販市場では約 9 割、家電市場全体では約 6
                                                  
6  ただし、GfK データでは 2000 年 1 月から 3 月までの 3 ヶ月間はデータが欠損しており、
分析の対象外となっている。 
7  「2004 年全国消費実態調査・第 3 巻購入先編」の第 1 表「地域、購入先、品目別 1 世帯





















4.  需要の不確実性と「壁掛けテレビ」の実現 
 







の間では広く共有されていた（沼上、1999; p. 84） 。 
1985 年に LCD カラーテレビが商品化されると、 その LCD 技術が次世代テレビ技術の有
力候補となった。LCD 技術の特徴は薄さであったが、この当時、LCD では一般的な家庭用
テレビと比較して小型の画面サイズしか実現できなかった。図 1 は GfK データにおける平
均および最大インチ数を、画面タイプ別に示している。これによると、1990 年の液晶テレ
ビの最大サイズが 5.6 インチであった。また、平均インチ数は 1990 年代を通じて 5 インチ
                                                  
8  文部科学省 (2009) では、日本電子工業会 (JEITA) が公開している出荷台数と比較をし




一方で、 「壁掛けテレビ」を実現する別の技術として PDP 技術が存在していた。PDP 技
術も、LCD 技術と同等の薄型ディスプレイ技術である。各メーカーとも液晶テレビの大型




見解が大勢を占めており、1990 年 7 月 4 日の日経産業新聞では「なぜ売れない――誤算の
研究」というタイトルの記事で、PDP 技術は「次第に輝きを失いつつあるかつての花形」
と評されていた。 
つまり、1990 年時点では、すでに家庭用テレビとして実用化されている LCD 技術が、
徐々に大型化されて「壁掛けテレビ」を実現するという予測が一般的であった。それにも
かかわらず、 LCD 技術の大型化は進まなかった。 言い換えると、 「壁掛けテレビ」 という 「ニ
ーズ」が広く知られているにもかかわらず、長い間大型化が実現しなかったのである。 
 
4.2  「壁掛けテレビ」の需要の不確実性 
 















の 2 つを検討する。第 1 の方法は、実現している LCD テレビと CRT テレビの比較から予
                                                  
9 1987 年 6 月 3 日の日本経済新聞は、 「 「壁掛けテレビ」 試作に成功、 NHK――厚さ６ミリ、
プラズマ型。 」というタイトルで報じている。 10 
 
測する方法である。第 2 の方法は、大型 CRT テレビへの需要から予測する方法である。 
まず、第 1 の方法として、1990 年代前半の小型の CRT テレビと LCD テレビの市場を比
較する。 この時期、 15 インチ以下クラスにおいてインチ単価をみると、 LCD テレビは CRT
テレビの 4 倍程度であった。 たとえば、 1996 年平均では、 CRT テレビのインチ単価は 1,867
円であるのに対して、LCD テレビのインチ単価は 6,698 円である。それにもかかわらず、
LCD テレビの売上数量シェアは 1990 年に 34%であったが、1996 年には 41%と、徐々に


















のテレビでは考えられなかった製品も投入され、 2001 年には金額でみてテレビ市場の 7.3%
を占めるまでになっていた。2001 年の 35 インチ以上のテレビでみると、CRT テレビの平




                                                  
10 1996 年末の富士通ゼネラルが 42 インチの PDP テレビを発表し、翌 1997 年から販売を
開始した。次いで NEC ホームエレクトロニクスも同インチの PDP テレビの販売を開始し
ている。ただし、富士通ゼネラル、NEC ホームエレクトロニクスなどは、1993 年に世界初
の 21 インチの PDP テレビを発表されている。この製品は、初めての家庭用テレビとして
PDP 技術を使用した製品となったが、 高価格のために一般には受け入れられなかった。 GfK
データにおいても、これらの商品の販売は記録されていない。そのため本稿では、1997 年
の 42 インチの製品をもって PDP テレビの登場とする。 11 
 
な予想となっていたのである。 
この需要の不確実性は、 1990 年の時点で 「壁掛けテレビ」 の有力な候補とされていた LCD
テレビの大型化が進まなかったことを説明できる。 図 3 の LCD テレビの最大インチ数をみ
ると、 PDP が登場した直後の 1998 年から LCD テレビの最大インチ数の上昇が始まったこ
とがみてとれる。10 年以上にわたって大型化が進まなかった LCD テレビが、PDP テレビ






けテレビ」への需要を顕在化させたことは、LCD テレビ大型化への R&D 投資を誘発する
効果があった。 
薄型かつ大型のテレビ製品に対する需要が不確実である状況は、LCD テレビと PDP テ
レビのどちらのメーカーあっても同等であった。その中で、PDP テレビが先に製品を投入
できた理由として、2 つの点を指摘することが可能である。第 1 の点として、LCD がすで
にテレビ製品として実用化されており、ポータブルテレビというニッチな製品であるが、
一定の市場を確保しており、CRT テレビと競争しながら画面サイズを大きくしていくこと
は、CRT テレビと同程度の価格を実現できない LCD テレビのメーカーにとっては、大き
な負担になる可能性があったことである。第 2 の点として、PDP テレビを最初に投入した
メーカーである富士通ゼネラルと NEC ホームエレクトロニクスは、テレビ製品、特にそれ
まで主流であった CRT テレビの製品を持たないメーカーであった。 このことは、 Jovanovic 
and Nyarko (1996)で指摘された既存の技術において優位を持っているメーカーほど新技
術の R&D 投資に積極的ではなく、 既存の技術において劣っているメーカーほど新技術を用
いた新製品を出しやすい傾向によって説明可能である。 
 
4.3 LCD テレビの大型化と技術的優位性 
 
1997 年に PDP テレビによって「壁掛けテレビ」が実現されると、それまで大型化が進
まなかった LCD テレビは急速に大型化した。図 1 の LCD テレビの平均インチ数によって
も、1997 年以後の急速な大型化を見ることができる。2001 年 5 月には平均インチ数は 10
インチを超え、2004 年 12 月にはブラウン管の平均インチ数を超えている。図 2 の最大イ
ンチ数はより明確にこの傾向を示している。LCD 技術で先行していたシャープによって
1999 年には 28 インチテレビが登場する。その後も、2002 年には 37 インチ（シャープ）
や 40 インチ（サムソン）の製品が登場し、PDP テレビに遅れること 5 年で「壁掛けテレ
ビ」を実現した。 12 
 
価格の面から見ても PDP テレビが実現した「壁掛けテレビ」へ、LCD テレビが急速に
キャッチアップした。図 4－1 は、30 インチクラスのインチ単価を、CRT テレビ、LCD テ
レビ、PDP テレビでみたものである。ただしインチ単価は、サイズによって大きく異なっ
ているため、ここでは 10 インチごとに区分している。CRT テレビがインチ単価で 5000 円
程度を比較的緩やかに低下していくのに対し、このクラスに 1999 年に投入された PDP テ
レビはインチ単価 2 万円程度であったが、急激に低下していった。LCD テレビは 2001 年
に、30 インチクラスの製品が登場しており、その時点で LCD テレビのインチ単価は 2 万
円以上であった。PDP のインチ単価は、すでに 16000 円程度に低下していたが、PDP の
速度を上回ってインチ単価を下げ、2004 年の時点でインチ単価が約 1 万円程度でキャッチ
アップした。図 4－2 は、40 インチクラスのテレビのインチ単価を示している。このクラス
には CRT テレビは存在しないので、LCD と PDP テレビのみである。PDP テレビは、最
初にこのクラスに参入し、1997 年 2 月にインチ単価は 2 万 1 千円程度だった。2000 年ま
ではインチ単価を2万円台で維持していたが、 LCDが参入するとインチ単価が下がり、 2007
年には 5000 円を下回った。それに対し、LCD テレビは、2003 年から本格的にこのサイズ
で参入しており、 当初は PDP テレビよりも高い 1 万 5 千円から 2 万円程度のインチ単価で
あった。LCD テレビのインチ単価は PDP テレビより速いスピードで低下し、2006 年にほ
ぼ追いついた。図 4－3 は 50 インチクラスのテレビのインチ単価を示しているが、ほぼ同
様の傾向を示している。 
つまり、インチ単価を見ると、大型のテレビ製品では LCD テレビは、同時点の PDP テ
レビよりも高いインチ単価で参入していた。その後、どのサイズにおいても PDP テレビに
キャッチアップしており、 2007 年ではどのサイズでも 5000 円から 1 万円の間にあり、 LCD
テレビと PDP テレビのインチ単価で拮抗している。 
この LCD テレビの急速なキャッチアップは、PDP テレビと比べ LCD テレビがより多く
のサイズを生産可能であったことによる規模の経済が働いていたと考えられる。30 インチ
クラスより小さい PDP テレビは存在しないのに対し、大型化を実現した LCD テレビは小
型テレビから大型テレビまでのラインナップをそろえることが可能であった。図 5－1、5
－2、5－3 は、CRT テレビ、LCD テレビ、PDP テレビのインチごとの売上台数をヒスト
グラムにしたものである。図 5－1 は 1997 年 12 月、図 5－2 は 2002 年 12 月、図 5－3 は
2007 年 12 月を示しており、 それぞれのパネル 1 は CRT テレビ、 パネル 2 は LCD テレビ、
パネル 3 は PDP テレビである。図 5－1 の 1997 年 12 月の時点において、CRT テレビは
10 インチクラスから 30 インチクラスまで広い範囲の製品が販売されていたが、LCD テレ
ビはほぼ全ての製品が 10 インチ以下であった。 参入をした PDP テレビは 40 インチ以上で
のみ販売されている。 図 5－2 の 2002 年 12 月の時点になると、 LCD テレビは 10 インチ以
下から 40 インチクラスまで、広いインチクラスで製品が登場していることがみてとれる。
その一方で、PDP は最小で 32 インチの製品が登場したが、大型製品のみであった。図 5





た。この LCD テレビと PDP テレビのカバーしたサイズの違いが、規模の経済の程度の違
いを生み出し、LCD テレビの急速なキャッチアップをもたらした。 
このように、 「壁掛けテレビ」の市場においては PDP テレビが先行してきたが、技術的
な特性としては LCD テレビの方が PDP テレビよりも大型テレビに適していた。テレビ製
品として最も重要な品質である解像度でみると、 LCD テレビは PDP テレビに勝っている。
本格的なハイビジョン放送が開始した 2000 年以降、 高解像度の表示を可能にすることはテ
レビ製品の主要な技術的関心のひとつであった。特にフルハイビジョンとよばれる 1920×
1080の表示が可能かどうかは、 製品品質の大きな指標となる11。 表1－1は2006年から2007






ン規格を満たしていない製品も存在する。表 1－2 は 40 インチクラスについて、同様の表
を作成した。 40 インチクラスの LCD テレビでは、 71.3％の製品がフルハイビジョン規格を
満たしており、残りの製品も少なくともハイビジョン規格を満たしている。一方、40 イン
チクラスの PDP テレビでは、3.5％の製品のみがフルハイビジョン規格を満たしており、
一部の製品はハイビジョン規格すら満たしていないことがわかる。さらに表 1－3 は 50 イ
ンチクラスで同様の表を作成している。50 インチ以上の LCD テレビはすべてフルハイビ
ジョン規格を満たしている。一方、50 インチ以上の PDP テレビでは 23％の機種がフルハ
イビジョン規格を満たしているに過ぎない。 
上でも見たように、LCD テレビは最大のサイズでもインチ単価でキャッチアップに成功
しているため、解像度の違いを考慮すれば、LCD テレビは PDP テレビよりも大型テレビ
に適した技術である。この品質差とカバーするサイズの広さによって、2007 年の時点で、




                                                  
11  フルハイビジョン規格の定義は 1920×1080 の１種類であるが、ハイビジョン規格はい
くつかの種類がある。代表的なものは、1366×768、1280×720、1280×1080 である。こ
こでは、ハイビジョン規格は可能な限り広い範囲でとらえている。 
12 GfK データにおいて、画素数（縦）と画素数（横）のデータが利用可能なのは 2006 年














その結果、 第 1 に、 需要の不確実性が新製品の誕生を強く制約していることが分かった。
ここで分析したテレビ市場では、消費者が求める新製品の形態という意味での「潜在的な
ニーズ」は明白であった。大型かつ薄型のテレビは、 「壁掛けテレビ」という概念で、新製
品登場の 10 年以上前から言及されていた。その意味では、1985 年にカラーLCD テレビが



























い。しかし、 「壁掛けテレビ」の需要を顕在化させ、LCD テレビの大型化のための R&D を








PHS が顕在化させた 「携帯可能な通信手段」 に対する需要の大きさであったと考えられる。 
もちろん、新製品の誕生において、科学技術上の限界がボトルネックとなるケースがあ
る。しかし、本稿が明らかにしたことは、そのような R&D 投資によって科学技術上の限界
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図 1：CRT、LCD、PDP テレビの平均インチ数 
 
 









図 4－1：30 インチクラスの CRT、LCD、PDP テレビのインチ単価 
 
 




図 4－3：50 インチ以上の LCD、PDP のインチ単価 
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note: panel 1 は CRT、panel 2 は LCD、panel 3 は PDP 23 
 





























note: panel 1 は CRT、panel 2 は LCD、panel 3 は PDP 24 
 















0 20 40 60













note: panel 1 は CRT、panel 2 は LCD、panel 3 は PDP 25 
 
表 1－1：30 インチクラスの LCD、PDP テレビの解像度 
LCDテレビ PDPテレビ
width width
height 1280 1366 1920 Total height 852 853 1024 Total
768 211 2,478 0 2,689 480 34 43 0 77
1080 0 0 385 385 720 0 0 150 150
Total 211 2,478 385 3,074 852 0 0 16 16
1024 59 0 156 215
1080 0 0 76 76
Total 93 43 398 534
フルＨＤ率 0.125244 フルＨＤ率 0  
表 1－2：40 インチクラスの LCD、PDP テレビの解像度 
LCDテレビ PDPテレビ
width width
height 1280 1366 1920 Total height 852 853 1024 1920 Total
768 8 365 0 373 480 78 9 0 0 87
1080 0 0 930 930 768 0 0 465 0 465
Total 8 365 930 1,303 1024 0 0 154 0 154
1080 0 0 62 28 90
Total 78 9 681 28 796
フルＨＤ率 0.713738 フルＨＤ率 0.035176  
表 1－3：50 インチ以上の LCD、PDP テレビの解像度 
LCDテレビ PDPテレビ
width width
height 1920 Total height 1280 1365 1366 1920 Total
1080 279 279 768 96 140 249 0 485
Total 279 279 1080 33 0 0 159 192
Total 129 140 249 159 677
フルＨＤ率 1 フルＨＤ率 0.23486  
 